	主題名
	気持ちのよいあいさつ
	内容項目
	礼儀　2－(1)　　　
	4月

	資料名
	1　あいさつ 　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　明るく気持ちのよいあいさつをしようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　あいさつや言葉づかいは，人と人とのかかわりによって生じた文化であり，気持ちや心を伝える大切な手段である。あいさつなどの形を支える個々の心に注目し，そのふるまいに込められた心根をつかむこと，そして，礼儀の心が人々を豊かにすることを実感させたい。また，個々の子どもにとっては，礼儀の心を表現する能力を高めることも必要なことである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①今朝，だれと，どんなあいさつをしたか発表する。

○今朝，だれと，どんなあいさつをしましたか。

②資料「あいさつ」の絵を見て話し合う。

○4枚の絵を見て，どんなことに気づきましたか。　

○それぞれの絵のあいさつの言葉の後に，お話を続けてみましょう。

◎あいさつは，どうしてするのでしょうか。もし，あいさつをしなかったらどうなるのでしょうか。　

　
③「あいさつ」には，ほかにどんなものがあるか話し合う。

○ほかに，どんなあいさつがあるでしょう。

④各自で考えた終わりのあいさつで授業を終わる。  

○今日の勉強の終わりのあいさつは，どんなあいさつがいいですか。
	・動作を交えさせながら，自由に話をさせる。

・教師が「お友達とは？」などと視野を広めていってもよい。

・ここでは，さし絵を提示しただけで，子どもたちは語り出すだろう。その雰囲気を大切にしたい。

・さし絵の言葉の部分を隠して提示し，子どもの日常の姿を自然な形でふりかえらせてもよい。

・短い言葉の奥に込められたそれぞれの願いに目を向けさせる。

・形式的な意味や，大人からのしつけとしてとらえる子どもがいても，その発言を認め，そのうえで「あいさつが返されなかったら。」「お互い，黙っていたら。」などの場面を考えさせる。　

・あいさつとは，心と心を通わせるため，という点をおさえる。
・あいさつは形ではなく，心であること。その心は文化や習慣をこえて人の生活にあることに気づかせ，子どもの視野を広げるようにする。

・明るい和やかな雰囲気を大切にして，授業を終了する。

	クリエイティブな授業をするために
・あいさつは，相手の存在を認め，互いの人間関係を培う基礎であることを理解させる。
・授業後には，家庭や地域に，子どもとあいさつを交わしていただくことを啓発したい。子どもたちの実践の場の基本は，家庭であり地域だからである。


	主題名
	わがままな行い
	内容項目
	節度ある生活態度　1－(1)　　　　　　　　　　
	4月

	資料名
	2　王さまの　しょくじ 
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　食べ物などわがままをしないで，規則正しい生活をしようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　節度ある生活態度とは，生活に自らけじめをつけ，惰性や甘えを排した規則正しい生活を営もうという構えやその傾向性をもつことにあるといえる。大人の側から見ると，つい，しつけ指導に走りがちになるが，大切なことは，子どもが自らの力で自分の生活を築いていこうとする自律の構えを援助し，育てることである。

　自己抑制の難しいこの期の子どもに，自己調整の意欲づけと態度形成を育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①たくさんの食べ物の絵を見て話し合う。

②資料「王さまの　しょくじ」の絵を見て話し合う。

○さし絵①　王様の気持ちを考えましょう。

○さし絵②　王様とコックさんの気持ちを考えましょう。

○さし絵③　王様は，どうしてこんな顔や動作をしているのでしょう。

◎さし絵④　お皿に残された食べ物は，何と言っているのでしょう。

③食べ物以外の生活の場で考える。

○自分で自分の心にストップをかけるときは，ほかにありますか。
	・まずテ－ブル，次に空揚げの皿，次にハム……と切り抜き絵を提示していく。
さし絵①

・テーブルの後ろに王様，コックの絵を添付し話を進める。

・子どもに王様と自分との重ね合わせをしっかりさせ，人間の弱さに気づかせるようにする。

さし絵②

・驚きから不安になってくるコックとは対照的に，まだまだ食べたい王様の気持ちに気づかせる。

さし絵③

・次に王様はどうなるだろう，と推理させてこの場面に入ると，子どもの体験が出てきやすい。

・こうなることがわかっていても誘惑に負けてしまう人間の弱さにも目を向けさせる。

さし絵④

・食べ物たちの話から，自己コントロール能力の大切さに気づかせる。

・ワークシートに書かせ，一人ひとりの考えを明確にさせることもよい。

・わかっていても自己コントロールができなくなる人の不思議さに気づかせ，自分で自分にストップをかけるときや場を考えさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・直接的には給食の取りすぎや食べ残しの場面で指導の場がある。命のもとである食べ物を粗末にしない指導をぜひ行いたい。そのうえで，多くの場面で，トップダウンのしつけ指導に走らず，子どもたちが自ら気づき，自立していくように支援していく。


	主題名
	自然に親しむ     
	内容項目
	自然愛　3－(2)　　　　　　　　　
	4月

	資料名
	3　はるが　いっぱい（1）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　優しく，温かい心で身近な動植物に接し，自然を大切にしようとする心情を高める。

	主題設定

の理由
	　人間にとって，自然とはどういう存在だろうか。人間も自然の一部であるという認識に立って，自然とのつながりを見いだし，自然の中で身も心ものびやかに生きていこうとする考えは時代の流れである。

　この期の子どもは，自然や身近な動植物に対して，優しさだけではなく，興味本意・自分中心の接し方をしがちである。直接に経験できる身近な生活空間の中で，自然の神秘や息吹を感じる心のしなやかさを育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「春」という言葉で想像するものを話し合う。

②資料「はるが  いっぱい」の範読を聞いて話し合う。

○話を聞いて，どんな気持ちになりましたか。

　○たんぽぽを見つけたとき，のんちゃんはどんなことを思ったでしょう。

○風にゆれているたんぽぽやなずなは，どんなことを話しているでしょう。

○目をつぶったお父さんとのんちゃんは何を見つけたでしょう。

◎目を開けたのんちゃんは，どんなことを思ったでしょう。

③身近な生活の中で考える。

○みんなも，たくさん春を見つけてね。


	・子どもたちが想像する春をたくさんあげさせた後で，資料名と登場人物を紹介し，ほかにどんな春が見つかるか，期待をもたせる。

・資料の柔らかな雰囲気を大切に聞かせる。

・一つめの春を見つけたのんちゃんの喜びを感じさせる。

・たんぽぽやなずなと，のんちゃんが会話するようにしてもよい。その際，「～と，のんちゃんが言ったら，たんぽぽは何と言うかな。」「のんちゃんは，何と返事するかな。」などのように，自然と役割を与えるようにする。　

・実際に子どもに目をつぶらせて，窓を開けた教室の中に入ってくる音に耳をかたむけさせる。

・子どもたちが目をつぶっている間に，黒板ののんちゃんたちの絵の下に光の台紙をはって，光につつまれたイメ－ジを作る。

・すでに経験し発表した春のほかに，もっとたくさんの「春」を見つけるよう意欲を継続させる。　

また，むやみに採集せずに，命ある動植物を大切に保護することもおさえておく。

	クリエイティブな授業をするために
・生活科の学習と関連を図りながら指導を行う。教室の一画に「はるが　いっぱい」コーナーを作り，見つけた春を実物やカードで展示することもよい。その際，むやみに生物の命を手折ることのないように指導する。


	主題名
	自然に親しむ
	内容項目
	自然愛　3－(2)　　　　　　　　　
	4月

	資料名
	3　はるが　いっぱい（2）　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　五感を通し，自然の息吹を感じ取ろうとする意欲づけを図る。

	主題設定

の理由
	　おおいぬのふぐり・ほとけのざ……と，春の訪れを告げるかれんな花は，その色の美しさとともに，わたしたちの心を豊かにする。そして，冬の寒さを越した生命の息吹の中に“生きる”神秘さを感じ取り，わたしたちは勇気をもらう。

　この学習を通し，自然を慈しむ目，自然の動き一つひとつに“生命”を感じ取る心を育てたい。それが，「人間」を見つめる優しさに結びつくと信じている。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①外に出て，「春」を告げているものを

　探すことを子どもに伝える。

○外に出て「春ですよ」と，お話しているものを探しましょう。
②見つけた「春」を話し合う。

○どこで，どんな春を見つけましたか。

◎目を閉じて，春の声を聞きましょう。春のかおりも，とらえましょう。

③資料「はるが　いっぱい」を聞く。

○みんなで，のんちゃんとお父さんになって，もう一度，周囲を見つめてみましょう。
④学校に帰ってから課題を与える。

○家の人に，自分の見つけた春を知らせましょう。
	・集合場所・時刻・目的を確認する。

・五感を使い，春をとらえさせる。外に出る前に，五感について話をすることも有効である。

・子どもの様子をとらえて，アドバイスをする。
・「春」がわたしたちに，どのように語りかけているかにも，着目させる。

・名前の不明な植物については，教師が教え，一つひとつに名前があることに気づかせる。また，図鑑などで，子どもとともに調べることも楽しい。

・植物だけでなく，自分をつつむすべての自然にも目を向けさせる。

・五感を使って，春をとらえさせる。子どもの表情から，どのように春をとらえたか評価する。

・穏やかに，ゆったりと語り，資料の世界を体験させる。

・話を聞いているときの子どもの表情，目の動きなどから評価する。　

・自分の家の周りの春を見つけてくるという課題でもよい。

	クリエイティブな授業をするために
・本時の学習は，ぜひ家の人にお知らせし，協力していただくようにする。多くの子が，家族との温かいふれ合いのなかで，春の自然を体感できるように支援したい。
・季節ごとに自然のメッセージを感じる場を設けるようにしたい。


	主題名
	学校のじまん
	内容項目
	愛校心　4－(4)
	5月

	資料名
	4　学校の　
いい　ところ　みつけ　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　先生を敬愛し，学校の人々に親しんで，学級や学校の生活を楽しくしようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　この段階での「愛校心」は，学級・学校生活を楽しくいきいきとすることが大切である。児童にとって学校はミニ社会であり，よいことも嫌なことも起こる世間といえる。もちろん，先生と仲よくして欲しいし，学級でも不適応が見られぬようにカウンセリング・マインドをもって児童に対応しなければならない。

　本資料は，生活科の課題「学校のいいところ見つけ」のために，けんたさんたちが奔走するエピソードにもとづく話である。普段，当たり前に思うことを改めて課題にするとさまざまな発見があろう。学習後に実際に体験活動が出来るような，アクティブな「愛校心」の育成を願って，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①学校のよいところについて考える。

　○自分の学校には，どんなよいところがありますか，お話ししましょう。
②資料「学校のいいところみつけ」を読んで，話し合う。
　○けんたさんは給食の見本を見て，何を思ったのでしょう。
　○けんたさんが校長先生に，「学校のいいところを教えてください」と言ったことを，どう思いましたか。

　◎「君たちで見つけてごらん」と校長先生に言われたときに，けんたさんたちはどう思ったのでしょう。

　○「見つけられそうだよ！」と言ったけんたさんは，どんなことを考えましたか，ノートに書きましょう。
③これからの自分を考える。

　○これからの学校生活について，どのようにしたいと思いますか。

④教師の説話を聞く。
	・自校のよい所について自由に発表させる。活発に意見が出ればそれでよいが，無い場合には，「けんたさんの学校の様子について考えてみましょう」などとスムーズに展開するとよい。自校のよい所の意見が活発に出たら「それでは，けんたさんの学校ではどうだったかな？」等と入ることができよう。

・実態はさまざまであるが，学校給食献立は，教育委員会・学校給食課等で食材・カロリー・盛りつけ例等検討し決定している。自校方式でもほぼ同じである。

　特にアレルギー問題等の出現で，極めて厳密に管理・運営されている。

・児童の質問等に対し，校長先生は子どもの発言を嬉しく感じたであろう。回答は施設設備に言及し，次に人間関係に及んでいることに注目したい。

・校長先生は答えるだけでなく，課題を与えていることにも注目する。
・『そうか，自分たちの課題なんだ』と気づくことが大切である。全て校長先生が答えてしまえば，学習課題にならないことを承知していた。
・校長先生の意図を，一早くわかったのがはるかさんである。けんたさんを促すことで，積極的に応えようとしている態度が素晴らしい。

・けんたさんの大きな声での答えによって，はるかさんや校長先生の意図がわかったのではないかと想像した児童を高く評価する。

・会話での内容は，表面的に聞くのではなく，言葉の奥にある意味や意図に対する想像力の発揮が極めて重要である。日常会話の場面でのそのような想像力を発揮させる場づくり，機会づくりを構成することが重要である。

・今までの自分をふりかえり，「愛校心」の価値を自覚させるとともに，教師の経験にもとづいて，「楽しい学校づくり」の実現の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・保護者の「学校のいいところみつけ」を事前に調べてまとめておくことも必要であり，親のニーズと子どものニーズの比較対象も有意義である。

・先生方や6年生の「学校のいいところみつけ」を事前に調べておく。もし授業で比較検討できれば面白い。


	主題名
	みんな幸せに
	内容項目
	信頼・友情　2－(3)　　　　　　　　　　
	5月

	資料名
	5　ハッピー　バースデイ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　友達と仲よくし，助け合おうとする心情を育成する。

	主題設定

の理由
	　「仲よしの友達」とは，子どもにとって最初の大事な人間関係の成立である。さまざまな人の中で，互いに心を許し合える味方の確保であり，好感・信頼にもとづく相互感情が求め合える仲間づくりの第一歩でもある。そのような友達が一人でも多く存在する集団では，子どもは安心して自己を発揮する。逆にその安心や信頼感が欠けてしまうと，情緒不安定となり，さまざまな問題事例が発生する。友は安心のバロメータでもあろう。

　本資料は，スタートしたばかりの四月の学級で，友達の誕生日を知るけんちゃんが，学級全員にそれを伝え，みんなで歌をプレゼントする話である。ハッピーの気持ちを広げるけんちゃんの働き掛けによって，児童に「信頼・友情」を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「ハッピー　バースデイ」を斉唱する。

　○「ハッピー　バースデイ」をみんなで歌いましょう。

②資料「ハッピー　バースデイ」を読んで話し合う。

　○けんちゃんの報告をどう思いましたか。

　○ゆうまくんはなぜ「ハッピー　バースデイ」を歌ったのでしょう。

　◎給食時間でのお祝いが，クラスの約束になったことをどう思いますか。

　○うれしそうなゆあちゃんをみて，けんちゃんはどう思いましたか。ノートにまとめましょう。

③これからの自分を考える。

○「信頼・友情」の事例にかかわる教師の説話を聞く。
	・原曲は「Good Morning to All」…Good morning to you, Good morning to you, Good morning, dear children, Good morning to all.である。

・歌ではじまり，歌で終わる道徳授業も素敵である。

・けんちゃんはおそらくゆあちゃんと家が近かったり、幼稚園からの友達づきあいがあったりしたのだろうが，りえ先生がそれを受けて素晴らしい対応をしている。

・ゆうまくんの家庭は当たり前のように歌声で溢れているのだろう。しゅんくんもそれに呼応して歌ったので，学級全体の歌に広がっていった。このとき，すかさず「ハッピー」の意味を意図的に伝えるべきである。

・「いただきます直前の時間活用」は，子どもにとって給食時間が遅れるので嫌がる雰囲気もあるだろうが，そこでの教師の指導力が極めて重要である。

・ゆあちゃんの嬉しそうな顔はハッピーそのものである。それを学級全体に広げることが担任の役割である。学校給食は食事であって「食餌」ではない。ちなみに学校給食法・第二条一～七を参照するとよい。

・あしたのぼくのスピーチを想定させることも意味がある。

・今までの自分をふりかえり，「信頼・友情」を大切にした生き方を自覚させるとともに，教師の経験にもとづいて，実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・給食の準備が終わって「いただきますの前の時間」の在り方を，『友達の時間』として活用することも考えられる。

・学級のみんなの気持ちが通じ合える時間をつくるにはどうすればいいか等を，真剣に話し合ってみることも学級経営として重要である。一日の流れの中での見直しや工夫も必要である。


	主題名
	整理整とんを心がける
	内容項目
	節度ある生活態度　1－(1)　　　　
	5月

	資料名
	6　え本の　ひとりごと　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　身のまわりを整え，規則正しい生活をしようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　人間はだれしも易きに流れるという弱さをもっている。節度ある生活とは，度を越さず，常にほどよい生活を意味する。

　この期の子どもは，学校生活にも慣れ，自信をもって行動できるようになる反面，いつの間にか，生活にけじめがなくなり，ルーズな面が目立ってくる。よりよい生活を送るためには，子どもらしい活気を失わずに，整理整頓やきまりのある生活の大切さに気づかせるようにしたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①雑然とした部屋の写真を見て話し合う。

○この写真はあるお友達の部屋です。どうですか。

○ここに，いつの間にか，この本も仲間入りです。　

②資料「え本の　ひとりごと」を読んで話し合う。

○のんくんに借りてもらった絵本の「ぼく」は，初めはどんな気持ちだったでょう。

○ぼく（絵本）は，どうして部屋の隅の方に押し込まれてしまったのでしょう。

○いくら叫んでものんくんが気づいてくれなかったとき，ぼく（絵本）はどんな気持ちだったでしょう。

　○ぼく（絵本）をさがしまわるのんくん，その声を聞いた「ぼく」，二人の気持ちを考えましょう。　

◎のんくんは，どんな気持ちで「ごめんね」と，言葉をかけたのでしょう。
③のんくんへの手紙を書く。

○この部屋の何かになって，のんくんに手紙を書きましょう。
	・16ページの写真を活用する。絵本は切り抜き絵にして移動できるようにし，はじめに提示した写真の中に，絵本を置く。

・「ぼく」は，図書館から借りてこられた絵本，それを借りたのは，のんくんという男の子，と人物の紹介をする。

・次々におもちゃやまんがが増える様子を，それらの切り抜き絵を増やしていって示しても楽しく，状況を理解させられる。

・絵本とのんくんの役で役割演技をし，自由な発言の中から，ねらいに迫りたい。

・のんくんは，このクラスにもいるような子，自分もその一人かもしれないという親近感とともに思考させたい。

・ものの視点で人間を見つめることで，自分をふりかえらせる。

	クリエイティブな授業をするために
・この授業後には，学習後の後始末などができない子に「○○が泣いているよ」とか「○○がさみしそうだよ」などと声かけして指導すると，やわらかな雰囲気の中で自覚を促す効果がある。


	主題名
	人には親切に   
	内容項目
	思いやり・親切　2－(2)
	5月

	資料名
	7　大きい りんごと  

　　　　小さい りんご（1）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　身近な人に対して温かい心で親切にしようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　思いやりとは「思い」を「遣る」こと，つまり他人の心の内面を想像，推察することである。そのためには，相手の状況をとらえ，共感し，一体となって考えようとする気持ちをもつことが大事である。そして，この思いやりに根ざした自覚的行為が他者への「親切」である。子どもの実際の生活場面では，これらが一方的になったり，おせっかいとなったりすることも見受けられる。他者の心を推し量るナイーブさと謙虚さに気づかせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①18ページのさし絵を見て話し合う。

○この子はよっちゃん。よっちゃんは何をしていると思いますか。

○（りんごの部分を出しながら）何を見ていると思いますか。  

②資料「大きい　りんごと　小さい　りんご」の範読を聞いて話し合う。

○よっちゃんは，どんな気持ちでお兄ちゃんの帰りを待っているのでしょう。

○「きょうの　おやつね……。」の後，よっちゃんは，何と言いたかったのでしょう。

○「おにいさんは，大きい　ほうのりんごを　がぶり……。」よっちゃんはどんな気持ちになったでしょう。

◎よっちゃんの「……」のところには，どんな言葉が入りますか。

③りんごの視点で話作りをする。

○りんごは，この二人を見てどう思ったでしょうか。りんごになって，お話作りをしましょう。　
	・さし絵を拡大して一枚絵とし，まず，よっちゃんの顔，次にりんごの部分と，話の進行で，絵を広げ，子どもの視点を焦点化する。

・よっちゃんのキャラクター絵，次に，皿に乗った2個のりんごの絵を提示してもよい。

・資料全文を一度に読み聞かせず話の進行に従って，部分ごとに話していく。会話部分をフラッシュカードに書いて，黒板に提示していってもよい。

・「きょうの　おやつね……。」の「……」部分を推測させ，よっちゃんの気持ちを明らかにしていく。

・よっちゃんとお兄ちゃんの気持ちのずれが明らかになる部分であり，授業のポイントでもある。よっちゃんの気持ちを言葉で表現し，その気持ちを明らかにする。

・客観的に推移を見ていたりんごに視点を移し，まとめをさせる。　

・大きいりんごか小さいりんごか，よっちゃんかお兄ちゃんかは，子どもたちに任せる。

	クリエイティブな授業をするために
・兄弟は，互いのよさも悪さも家族という場で共有している。もっとも「思いやり・親切」を感じにくい関係かもしれない。だからこそ，相手のちょっとした心を感じとり，お互いに温かい思いをかけ合おうとするメッセージを送りたい。


	主題名
	相手のことを考えて
	内容項目
	礼儀　2－(1)
	5月

	資料名
	7　大きい りんごと  

　　　　小さい りんご（2）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	相手のことを考えて，礼儀正しく接していこうとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　「親しき仲にも礼儀あり」と言われるように，たとえ家族であっても，こころの内面を想像，推察するなどして，相手の状況をとらえ，共感し，一体となって考えようとする気持ちをもつことが大事である。
　礼儀よく接しようとする弟に対して，兄は非礼な態度で接する。相手に対する心配りが伝わったり，心配りを感じ取ったりすることで，お互いが気持ちよくなれることをつかませたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①これまで相手のことを考えて行動したことについて想起する。
○「親しき仲にも礼儀あり」という言葉を聞いたことがありますか。
○家族の中で相手のことを考えて行動したことはありますか。
②資料「大きい　りんごと　小さい　りんご」

○（お兄さんの帰りを待っている場面絵を掲示して）よっちゃんはどんな気持ちでおにいちゃんの帰りを待っているのでしょう。
○お兄さんはどんな様子でりんごを食べましたか。
○そのとき，お兄さんはどんなことを考えてりんごを食べたと思いますか。

◎（よっちゃんが言葉を詰まらせた場面絵を掲示して）
　よっちゃんの「………。」にはどんな言葉が入りますか。
③これから家族または家族以外ともどんなかかわり方をしていくか考える。
○こころのノートを見ながら，どんな態度が礼儀正しいのか考えていく。
	・家族のなかで相手のことを考えたことだけではなく，自分が考えてもらったことや，礼儀がなく行動したことや，非礼なことを受けたことなどについても発表させ，礼儀についての経験を想起させておく。
・資料前文を一度に読み聞かせずに，話の進行にしたがって，部分ごとに話していく。
・子どもたちにはワークシートを用意し，吹き出しによっちゃんの気持ちを書かせるようにする。
・よっちゃんが思っているほど，兄弟であっても理解できることではない。また，よっちゃんから見て兄は非礼かもしれないが，兄は失礼な態度をとっているとは思っていないことにも気づかせていく。
・よっちゃんとお兄ちゃんの気持ちのずれが明らかになる部分であり，授業のポイントでもある。よっちゃんの気持ちを素直に表現させたい。
・日常生活の中で気持ちをはたらかせて行動しなければ失礼にあたることがたくさんある。こころのノートを活用しながらさまざまな場面を思い出し，今後の生活のなかで礼儀正しく振る舞えるようにしたい。

	クリエイティブな授業をするために
・兄弟は，互いのよさも悪さも家族という場で共有している。家族であるからこそかえって「礼儀」ということを忘れがちである。だからこそ「親しき仲にも礼儀あり」ということから，ちょっとした心の様を感じ取ることの大切さを，教師の話のなかに盛り込んでいきたい。


	主題名
	みんなのため
	内容項目
	勤労　4－(2)
	6月

	資料名
	8　黒ばんがかり
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　働くことのよさを感じて，みんなのために働こうとする意欲を育てる。

	主題設定

の理由
	　日本国憲法第27条には「すべて国民は，勤労の権利を有し，義務を負ふ。」と規定される。つまり日本国民が「勤労の権利」を行使できるように国に義務を課した，との解釈も成り立つのである。また国民の祝日に勤労感謝の日を定め，「勤労をたつとび…」と趣旨を明確化しており，すべての国民にとって『勤労の尊さを自覚する』ことが大切である。

　本資料は，「黒板係」を勝ち取ったけいすけくんの勤労観を巡ってのエピソードである。遊びに誘われ躊躇するものの，それを断り，仕事を成し遂げた爽やかさと誇りを示した資料であり，児童に「勤労の喜び」を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①児童の学級の係をふりかえる。

　○あなたの学級での係は何ですか。発表しましょう。

②資料「黒ばんがかり」を読んで，話し合う。
　○じゃんけんで学級の係を決めたことを，どう思いましたか。

　○けいすけくんは，遊ぶ時間が少なくなることをどう思ったのでしょう。
　◎「早く行こう」と誘われたけいすけくんは，本当はどう思ったのでしょう。

　○あおいちゃんに任せなかったのはなぜでしょうか，ノートにまとめましょう。

③これからの自分を考える。

　○「勤労の尊さ」を理解・納得するための教師の説話を聞く。
	・学級ではどのような係活動があって，どのような方法で決めたか等をふりかえることから，本時の導入を図るとよい。学級によってはグループでの係活動等個人に課していないこともあろう。だが，グループでは係活動が活発な場合とそうでない人がいて，児童に不満が鬱積しているかもしれない。

・黒板係などは不要であり教師が消せばよいと思う者もいよう。だがそのような教室ではチョークの残渣が残っている場合が多くクリーンさに欠ける。

・現在は，黒板にチョークの実態は少数であろう。白板や電子黒板まで導入されている。そのような学級では，黒板時代のお話として展開するとよい。

・係活動は当初，一生懸命取り組むが慣れてくると興味が薄れ，さぼり癖がついてしまうものである。犬等のペットの世話と同じである。だがそのようなときに，仲間から遊びの誘いがあったらどうするかなど，けいすけくんの心の揺れ動きを想像させることが大切である。

・あおいちゃんの黙々と係仕事をする姿が，けいすけくんを引き留めたのであろう。仕事は内容も大切だが，人間関係も大きく関係している。あおいちゃんもけいすけくんの態度が嬉しかったに違いない。

・先生から褒められ，二人でにっこりしたことを大切におさえる。

・「勤労」に関した説話をもとに，児童の今までの勤労観をふりかええらせ，その意味をとらえ直すとともに，価値を自覚させる場を構成する。

	クリエイティブな授業をするために
・特別活動(学級活動)や体験学習の機会を活用し，「係活動」とは何かについて話し合う機会をもつことが大切である。

・「自分か将来なりたい職業調べ」等の希望を調査し，学級の実態をまとめることはとても興味深い。キャリア教育の基礎づくりとしての第一歩であろう。


	主題名
	世話になっている人への感謝
	内容項目
	尊敬・感謝　2－(4)　　　　
	6
月

	資料名
	9　おとうさんの 
せなかで（1）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　日ごろ世話になっている人々に対して，尊敬し感謝する気持ちを育てる。

	主題設定

の理由
	　この期の子どもは，自分のまわりには両親をはじめ，先生や学校の人々，上級生や友達，地域の人がいて，これらの人々とのかかわりの中で明るく楽しい生活があるという意識は薄い。その一方で，自分が実際に体験すると素直な気持ちで感謝することができる。そこで，自分を支え助けてくれる人々の存在を知り，それによって自分がどのような恩恵を受けているか認識することによって，周囲の人への感謝の気持ちを育てていくようにしたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①急に病院に運ばれた経験について発表する。

○夜になって急に体の具合が悪くなって，病院に連れていってもらったことはありませんか。

②資料「おとうさんの  せなかで」を読んで話し合う。

○まい子さんが「あたまが　いたい。」と言ったとき，家の人はどんな気持ちになったでしょう。

○お父さんは，どんな気持ちでまい子さんを病院に連れていったのでしょう。

○お医者さんに，「もう　だいじょうぶですよ。」と言われたとき，お父さんはどんな気持ちになったでしょう。　  

○まい子さんは，どんな気持ちでお医者さんとお父さんの話を聞いていたのでしょう。

◎お父さんの背中で，まい子さんは，どんな気持ちでお父さんの心臓の音を聞いていたでしょう。　

　○二人を迎えてくれたお母さんと弟を見て，まい子さんは，どう思ったでしょう。

③まい子さんになって，お世話になった人へ手紙を書く。

○まい子さんになったつもりで，家の人やお医者さんに手紙を書きましょう。
	・自分だけではなく，兄弟の場合の場合はそれも発表させ，家族の立場で考えることを助言する。　
・家族ということで，お父さんだけでなく，お母さん，そのほかの兄弟についても考える。

・さし絵から，お父さんの心配そうな様子をとらえさせる。

・お父さんのほっとした気持ちをとらえさせる。

・急病のまい子さんを，夜，診てくれたお医者さんへの感謝の気持ちも気づかせるようにする。

・「心臓の音がまい子さんに何と言っているのかな」と，父親のメッセージを心臓の音に託して語らせてもよい。

・まい子さんのように，自分も温かい家族に囲まれていることに気づかせたい。

・ワークシートを多めに用意し，一人だけでなく，感謝する人みんなに手紙を書くようにさせたい。



	クリエイティブな授業をするために
・よい人間関係を築く根底には，相手への尊敬と感謝の念が必要であり，子どもにとってその一番身近なモデルは，親である。ゲストティーチャーや親からの手紙などの工夫により，親の思いを子どもに伝えるような授業を行うことも有効である。


	主題名
	大切な私の家族
	内容項目
	家庭愛　4－(3)　　　　
	6
月

	資料名
	9　おとうさんの 
せなかで（2）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　家族がいつも自分のことを思っていることに気づき，家族に対する感謝の心や親愛の情を育てる。

	主題設定

の理由
	　この時期の子どもは，家族に世話をしてもらっていることは当たり前だと思っているので，家族のおかげで明るく楽しい生活を送ることができているという意識はきわめて薄い。その一方，実際に家族から特別に世話をしてもらうと素直な気持ちで感謝することができる。そこで，本資料による話し合いを通して，自分が家族からどれぐらいの恩恵を受けているかを認識することによって，家族への感謝の気持ちを育てていくようにしたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①家族が自分のためにしてくれたことを思い出し，発表する。

　○家族が今までに自分のためにしてくれたことにどんなことがありますか。

②資料「おとうさんの　せなかで」を読んで話し合う。
○まい子さんが「あたまが　いたい。」と言ったとき，家の人はどんな気持ちになったでしょう。
○お父さんは，どんな気持ちでまい子さんを病院へ連れて行ったのでしょうか。
○「もう　だいじょうぶですよ。」と言われたときのお父さんは，どんな気持ちになったでしょう。
　○まい子さんはどんな気持ちでお父さんとお医者さんの会話を聞いていたのでしょうか。
◎お父さんの背中で，まい子さんは，どんな気持ちでお父さんの心臓の音を聞いていたでしょうか。
　○二人を迎えてくれたお母さんと弟を見て，まい子さんはどう思ったでしょうか。
③まい子さんになって，家族へ手紙を書く。
　○まいこさんになったつもりで，家の人に手紙を書きましょう。
	・家族が自分のためにしてくれたことと，そのときの気持ちを発表させ，価値への方向づけをする。
・日記などからねらいにかかわる子どもの実態を把握しておく。
・お父さんだけでなく，お母さんや弟の気持ちにまで踏み込んで考えさせる。
・お父さんの心配な気持ちを想像し，全員で共有しておく。
・お父さんのほっとした気持ちをとらえさせる。
・急病のまい子さんを，夜なのに心配して，病院へ運んでくれたお父さんへの感謝の気持ちをもたせていく。
・父親のメッセージを心臓に託して考えさせ，子どもたちに発表させてもよい。
・まい子さんのように自分も温かい家族に囲まれていることに気づかせたい。
・家族1名だけでなく，感謝する家族全員に手紙を書くようにさせたい。
・道徳のノートを十分に活用し，必ずしも手紙を書かせなくともよい。

	クリエイティブな授業をするために
・よい人間関係を築く根底には，相手への尊敬と感謝の念が必要であり，子どもにとっていちばん身近な相手のモデルとして親がある。親からの手紙などを子どもに渡すなどの工夫により親の思いも子どもに伝えられるような授業を展開していくことも家庭愛を理解するうえで有効である。


	主題名
	家族の絆
	内容項目
	家庭愛　4－(3)
	6月

	資料名
	10　ねえ　おにいちゃん　
	出　　典
	編集委員会編 　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　家族のよさ，家族のぬくもりに気づき，家族が一つになって支え合おうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　家族の温かさにつつまれて平穏な日常が繰り返される。そのありふれたあたりまえの感覚は，つい忘れがちになることが少なくない。家庭・家族の安定があってこそ，人は外界のミッションや役割にうち込めるともいえる。もし，家族に大事件が起こり，家族が崩壊する事態に遭えば，そのときに改めて，家庭の意味・役割等に気づくだろう。だが，それではあまりにも寂しい。何気ない日常で，家族や家庭のよさに気づく感性を育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①お話に登場するオオカミに対し，どのようなイメージを持っているか発表する。

　○オオカミって聞くと，どんなことを頭に思い浮かべますか。
②資料「ねえ　おにいちゃん」を聞き，話し合う。

○ウルフとウサギの関係を想像しましょう。
○ウサギの子どもは，なぜウルフのことを「おにいちゃん」だと思ったのでしょう。
○なぜ，ウルフはウサギの子どもと仲よく遊んだのでしょう。
  ○ウルフはウサギの子どもを食べようと思ったでしょうか。
　○ウルフが夢から覚めた後，「あそびは　おわり。」と言ったのはなぜでしょう。
◎ウルフは，なぜ走らなかったのでしょう。
③「おかあさん。」と，ウサギの子どもの声が小さく聞こえたとき，ウルフはどんなことを感じたのでしょう。みんなで話し合いましょう。
	・オオカミを扱った動揺や流行り歌（「ふたごのオオカミ大冒険」「おおかみかくし」）などを，みんなで歌って学習への興味をかきたててもよい。
・さし絵を生かし，紙芝居ふうに資料提示をして児童の興味・関心を高める。
・板書やＢＧＭなどの音響効果も生かすとよい。
・ウルフの気持ちや感覚を推察することは，低学年の児童には難しいことかもしれないが，子どもの気持ちを大切にしながら話を合わせることが大切である。
・ウルフの優しさにも十分に触れる。
・「一度は食べようと思ったが，ウサギの子どもがあまりにも健気で愛らしいので食べられなかった」など，児童なりの言葉でまとめるとよい。
・ウルフが，家族の夢を見たことが一番のポイントである。
・「ウサギの子どももウサギの家族のもとへ返してあげることがいちばんだと気づいたから……」などの事柄を児童なりの表現でまとめるとよい。
・上記場面のウルフの表情を児童に想像させるとよい。
・一緒に暮らす幸せは，子どもだけでなく，家族みんなの幸せであることに気づかせ，ねらいに迫る。

	クリエイティブな授業をするために
・家族に喜ばれたときの気持ちを考えることも重要だが，家族が子どもたちのことをどう思っているのかが分かるような手紙やメッセージを事前に家族からいただいておき，家族のよさやぬくもりを子どもたちに実感させる。


　

	主題名
	自分のすべきこと
	内容項目
	節度ある生活態度　1－(1)
	6月

	資料名
	11　か　め
	出　　典
	編集委員会編 　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	自分のすべきことをして，規則正しい生活を送る態度を培う。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　自分の身の回りのすべきこととは，成長・発達するにつれて必然的に膨張・拡大するものである。この資料では，自宅に持ち帰った学級のカメの世話をする話であり，自ら進んで引き受けた仕事に対して責任を持とうとする実践力も，ある意味では「基本的生活態度の確立」といえる。この期の子どもは，新たなことをはじめる際には意欲的であるが，時間の経過とともにわがままやルーズさなどが生じてしまい，節度を失いがちである。初心を忘れないことこそ基本的な生活態度形成にとって重要なことである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①何かペットを飼ったときの経験について発表する。

○一番うれしかったことは何ですか。

○一番こまったことは何ですか。

②資料「かめ」を読んで話し合う。

○なぜぼくは，家に持って帰り，世話をしようと思ったのでしょう。

○みよちゃんにじゃんけんで勝ったときの気持ちは，どうでしたか。

○夏休みに入って2週間たったころから，ぼくがあまり世話をしなくなったことをどのように思いますか。

◎お母さんに「しんじゃうわよ」と言われたときの気持ちを考えてみよう。

　(ぼくは最初に何をしたのでしょう。)

③みよちゃんに手紙を書く。

○ぼくになったつもりで，あのとき手をあげたみよちゃんに手紙を書きましょう。
	・何かに熱中しているときなどに，散歩に行かなければならなかった経験などについて，自由に発表する。

・何事を成し遂げるにも光と影があることをおさえる。

・かめを飼うのははじめてだった，前に飼っていたかめを死なせてしまったなど，自由にイメージさせるとよい。

・自分から積極的に持ち帰ったことにより，クラスのみんなに家で安全に飼うことを暗に約束した。

・一つのことを継続することの厳しさにも触れておく。

・水替えをする後で，どうしてそうなったかを自己反省することが大切である。

・人間の世話になっている動物の命を「ぼく」が握っていることをおさえておく。

・今の「ぼく」の気持ちを想像して，自由にまとめる。

・かめのことだけでなく，ぼくの今の生活ぶりに触れた子どもを評価するとよい。

	クリエイティブな授業をするために
・児童それぞれの，飼育や栽培の体験を，十分に想起させたい。また，飼育・栽培のみにとらわれず，自己の生活全般についても思い起こさせ，わがままや怠惰に流されてしまうことはないか，また，節度ある生活のさわやかさなどについても，考えを深めさせたい。


	主題名
	みんな生きている
	内容項目
	生命尊重　3－(1)　　　　　　　　　　
	7月

	資料名
	12　ぼくの　金ぎょが……
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	生きている動植物に対し，自然のもつすばらしさと厳しさを味わい，自然のさまざまな面を体感しようとする意欲をもつ。

	主題設定

の理由
	　舟盛りの刺身がビクと動いたり，魚の目と目があってしまったりすると，一瞬，ゾッとすることがある。生きているものが生きているものの命をいただき，自分の命を支えている。そんなことは当然のことと理解していても，命の残酷さ，はかなさが，心をふるわす。このことは人間だけでなく，魚やどのような生き物の世界においても起きることである。この事実を真摯に受けとめ，生命の認識を深め，生命尊重へと結びつけたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①野生動物と人間のつくり出した動物の違いを発表する。

②資料「ぼくの　金ぎょが……」を聞いて話し合う。

○金魚と雷魚は，どこが違うのでしょう。

◎雷魚が金魚を食べたのは，雷魚のせいでしょうか。

○自然の摂理を目の当たりにした大ちゃんは，何を考えたのか話し合う。

③人間の手の届かない世界のことを知り，人間のできることを発表する。

	・「人間のつくり出した動物」の言葉に，子どもたちははっとするかもしれないが，新しい知識として伝えていきたい。また，インターネットや図鑑などで，どのような動物がいるのかを調べることも，自分の学習として成立させるうえで大切である。

・雷魚に同情する意見がたくさん出ると思われる。そこから，雷魚の生命尊重，金魚の生命尊重の両者を考え合わせ，生命尊重の意味を理解させる。

・大ちゃんの気づきは，子ども自身の気づきであるのでじっくりと扱い，ねらいに迫る。

・自然界に生きる力のすごさに気づき，命を維持するための営み（自分の命から次の命へつなげる）に畏怖の念を感じる。

	クリエイティブな授業をするために
・生命尊重には，命を守るだけでなく，いきいきと生きるという生き方の質が含まれていることに目を向けさせ，飼育されているものの幸せについて考えさせ，日常生活の中に生命尊重の視点を広げさせていく。


	主題名
	誠実な心   
	内容項目
	正直・誠実，明朗　1－(4)　　　　　　　
	7月

	資料名
	13　だってくん
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　うそやごまかし，言いわけをせず，明るく正直に生活しようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　活動盛んなこの期の子どもに自己中心的・衝動的な言動がみられるのは当然である。失敗は失敗として認め，次の行動にいかそうとする生活態度が望まれるが，なかには，失敗を人のせいにしたり，言い逃れをしようとしたりなどの様子がみられる現実もある。みんなが気持ちよく生活するためには，失敗したことは認め，明るく生活することが大切であることを認識させたい。また，周囲の大人も訳を聞き，次を期待する気持ちを表現したい。　

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「だってくん」という題名から，どんな話か想像する。

○「だってくん」という話を勉強します。どんな話だと思いますか。

○これが「だってくん」。本当の名前は「たっくん」です。

②資料「だってくん」を読んで話し合う。

○おじいちゃんの植木鉢を割ってしまいましたね。もし，あなただったらどうしますか。

○お母さんは，どうして「だってくん」と言ったのでしょう。

○そのときのお母さんの気持ちはどうでしょう。

○係の当番を忘れたとき，みんなならどうしますか。　  

○みっちゃんは，どうして「だってくん」と言ったのでしょう。

◎どうして，ぼくはそう呼ばれたくないのでしょう。そう言われないためには，どうしたらいいと思いますか。
③友達としてアドバイスしてあげる。

○あなたがたっ君の友達なら，どう　言ってあげますか。
	・「だってくん」の言葉から関心を引き出したら，主人公のキャラクター絵を提示し，話の輪郭作りをする。

・「だって」という言葉を際立たせるために，資料中の会話の部分は，カ－ドにして黒板に掲示し，話し合いの焦点化に用いる。

・「もし，あなただったら……」の質問の部分は無理に答えさせなくてもよい。

・お母さんやみっちゃん，たっくんの気持ちを聞くときは，子どもたちの座席の間に入り，子どもとの距離を近づけて質問するようにしたい。そのほうが役割演技にも入りやすい。

・こうなりたいと思っている自分とのギャップに直面している主人公に，子どもなりに共感して考えるようにさせたい。

・友達として適切にアドバイスしているものをいくつか紹介　する。　

	クリエイティブな授業をするために
・真の自己主張と言いわけの違いをしっかりおさえて授業に取り組みたい。自己主張は周囲の人々を納得させるものでなくてはならない。言いわけが周囲の人々からの信頼を失わせ，自分の心を固くするものであることをおさえたい。


	主題名
	みんなできれいに
	内容項目
	愛校心　4－(4)
	9月

	資料名
	14　きれいタイム
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	先生を敬愛し，学校の人々に親しんで，学級や学校の生活を楽しくしようとする心情を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	ここでは「愛校心」をねらっているが，むしろ1-(1)整理整頓に近いと感じる者も多いだろう。だが学級の係活動を巡ってクラスみんなが協力し，整頓するよさを味わう資料構造となっているので，「学級生活を楽しく」を主たる価値と考え「愛校心」としたのである。資料には先生は登場しないものの，子どもたちを見守る温かな指導力が想像できる。

本資料は，けんごくんの苦手な問題点を，学級の課題として「きれいタイム」の係にするエピソードにもとづくものである。けんごくんにリーダーとしての出番を与え，大きな目で課題意識を持たせ，学級全体で解決に向かう姿は，児童に「愛校心」のよさを教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「きれいタイム」について感想を発表する。

　○「きれいタイム」とは何でしょうか，想像してみましょう。
②資料「きれいタイム」を読んで，話し合う。
　○整理整頓の苦手なけんじくんをどう思いますか。

　○なぜけんじくんをきれいタイム係にしようと思ったのでしょう。

　◎なぜ，けんじくんはきれいタイムの係を引き受けたのでしょう。

○みんなが言ったことに従ったときに，けんじくんはどう思ったでしょうか，ノートにまとめましょう。

③これからの自分を考える。

　○「楽しい学級」にするには，どのようにしたらよいでしょう。

④教師の説話を聞く。


	・通常使われる「きれいタイム」はペットの清掃時間，お風呂タイムなど女性の日常生活でのネーミングである。この学級の先生は女性であろうか。子どもたちからはさまざまな意見が発表されると予想できるが，このことによって資料への感情移入や興味・関心が図られよう。

・もし自分たちのクラスだったら，いつ，どの時間に「きれいタイム」を設定するかなどのコメントを求めるのも一つの導入方法である。

・整理整頓の苦手な原因は，モノを「動かしたらもとに返す」との発想の欠如，モノが多過ぎて制御不能，親が片づけ本人はやらない等理由はさまざまであるが，要は審美感の欠如である。美に対する感覚は服装・食事・スタイル等さまざまなジャンルに関係するその人にとっての重要な価値観である。

・リーダーの委譲により自覚させるとの考え方は，かなり大人の発想に違いない。なおみさんは素晴らしい価値観の持ち主である。

・けんじくん自身が，苦手意識を払拭しようと思っていたのであろう。またもしかすると，何か役割をもつことで自分が変われるかもしれないとの期待感もあったのではないか。

・楽しい学級づくりのアイディアを自由に発表させるとよい。

・今までの自分たちをふりかえり，望ましい学級の在り方を探ることで「愛校心」を自覚させ，教師の経験にもとづいて実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・学級活動等の時間を活用し「楽しい学級」をつくるにはどうすればよいか等の話し合いの時間確保も大切である。

・学級の中に嫌いな子がいたときに，陰でこそこそするのでなく，堂々と話し合いをする態度が必要である。そのような態度形成のためには，どうすればよいかをみんなで考え，深化することも重要である。


	主題名
	最後までやりぬく心
	内容項目
	勤勉・努力　1－(2)　　　　　　　　　　
	9
月

	資料名
	15　あと　すこし　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　自分の立てた目標は，どんなにつらくてもがんばって達成しようとする意欲を高める。

	主題設定

の理由
	　この期の子どもは物事への興味・関心が高まり，積極性も高まってくる。しかし，困難さにぶつかると，途中でさじを投げてしまうことも現実である。自らの課題を見いだし，目標を設定し，それに向かって努力する。その結果としての成果を喜び，さらに次の目標設定のための意欲を高める。この一連の「行動－意欲」のどの部分にも，周囲からのはたらきかけは重要である。子どもの努力を見過ごさず，意欲をもち続けるようにさせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①物事を途中でやめてしまった経験を発表し合う。

○できるようになりたいと，何かがんばったことはありますか。最後までできましたか。
②資料「あと  すこし」を読んで話し合う。

○わたしは，どんな気持ちで，家や学校でなわとびの練習をしていたのでしょう。

○わたしは，どんなふうに練習していたのでしょう。

○どうしても跳べずに，足が痛くなってきたとき，わたしはどんな気持ちになったでしょう。

◎わたしはどんな気持ちで「あと  すこし」と言いながらがんばったのでしょう。

○やっとできたとき，わたしはどんな気持ちだったでしょう。

○「もう　1かい」と言って，跳び続けたのはなぜでしょう。
③教師の説話を聞く。

　○先生の小さいころの話をします。


	・失敗の経験を出してくれた子には，やろうとする意欲があったことを認める。「失敗は成功のもとだよ。」などの声かけも有効である。

・主人公のしっかりとした目標を確認する。

・二重跳びができる子に，跳び方のこつを尋ね，主人公の努力を思い描かせてもよい。

・「あと　すこし」の後の言葉を考えさせ，主人公の努力する姿をいろいろを想像させる。また，この部分を，主人公になったつもりで役割演技させてもよい。

・あなたがこの子の友達だったら，何と言ってあげるかな，と視点を変えて発問してもよい。

・達成感とさらなる向上心をとらえるようにしたい。

・この部分は，学級の実態により教師の話，校長先生のこと，学級の子どものことなど，いろいろな人がいろいろな努力を重ねていることを紹介する。　

	クリエイティブな授業をするために
・子どもたちが自己をのばすために何か一つ目的を持って挑戦する場づくりをする。その際，家族の協力や励ましも力となる。実現可能なものを積み上げていくように助言し，実践の過程で称賛や励まし，適切な指示や助言が必要である。


	主題名
	気もちのよい汗
	内容項目
	勤労　4－(2)
	9月

	資料名
	16　ゆかみがき
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	働くことの大切さに気づき，進んでみんなのために働こうとする意欲を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　勤労は国民の三大義務の一つであるとともに，権利でもあり，生きがい，やりがい，そして経済生活の基盤ともなるが，子どもにとっての労働は他者への貢献であり，社会性を考えさせる窓口である。この期の子どもは，自分の興味・関心のある仕事には張り切って取り組むが，困難やつらいことを避ける傾向も見られる。それを克服し，成し遂げたときの成就感や喜びとともに他者の役に立つ喜びを味わわせ，進んで働こうとする意欲を高めたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①いつもしているお手伝いや，仕事を発表する。

　○家や学校で，いつもどんなお手伝いや仕事をしていますか。

②資料「ゆかみがき」の範読を聞いて，話し合う。

○あやかさんの床みがきの姿を見たなおくんは，どんなことを考えたでしょうか。

○「いっしょに，がんばっちゃおうか!」と言ったときの二人の気持ちを考えましょう。

○びっくりしたみんなは何と言ったかを考えましょう。

○午後はどうして気持ちよく勉強できたのでしょう。

③このクラスの，次の日からの変化をみんなで考える。

○次の日からこのクラスはどう変わったでしょう。その様子をワークシートにまとめよう。
④自分の生活をふりかえって話し合う。
⑤教師の説話を聞く。
	・短い時間ではあるが，できるだけ多くの児童に発表させるなどして，一人ひとりに問題意識をもたせる。
・さし絵を見せるとともにあらすじを話し，読みの視点を与えてから範読する。
・あやかさんの優しさにうたれたなおくんの心をとらえさせる。

・p.42のさし絵を見せて，二人の会話を自由に考え,発表させる。

・p.43のさし絵を見せて，みんなの会話を考えさせる。(一人ひとりの会話や表情の変化，先生の話してくれたことなど，自由に想像させる。ロールプレイさせるのもよい。)

・みんなで働くことのすばらしさについて発表した子どもを評価する。(子どもの発達段階によって，なおくんに対するあやかさんの友情にふれるのもよい。)
・お手伝いや仕事に対する今の自分の態度や考え方をふりかえる。

	クリエイティブな授業をするために
・生活科のお手伝いの単元や特活の係活動のふりかえりなどとリンクさせ，本時の学習後も，学校・家庭を子どもたちが責任ある仕事を見つけ，実践させる場にしていきたい。そして，それを継続できるよう，保護者にも依頼して，適切な助言や称賛を繰り返すようにしていきたい。


	主題名
	命を大切にするとは
	内容項目
	生命尊重　3－(1)
	9月

	資料名
	17　ベラカブくん
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　生きることを喜び，生命を大切にしようとする心情を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　「いのち」とは，大和言葉で「息霊」と表記し「息の勢い」の意味を持つ。つまり夢や希望に満ちていきいきと生きるときには息遣いが活発であり，逆にいじめられ，苦しんだり病気や悩み深きときには，息が枯れかかっていよう。そのような生命感覚が古の日本人には備わっている。したがって「生命尊重」は，日常生活の充実や希望あふれる自分を充実することがポイントである。

　本資料は，ベランダで見つけたカブトムシの飼育にかかわるエピソードをまとめたものである。いのちを全うさせるには，このままカブトムシを飼育してよいか，自然に返す方がよいのかと悩む「はるきくん」の考えを巡って，児童に「生命尊重」の意味を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①昆虫の飼育について，感想を発表する。

　○何か昆虫を飼ったことがありますか。お話して下さい。

②資料「ベラカブくん」を読んで，話し合う。

　○はるきくんが虫に名前をつけたことをどう思いますか。

　○ベラカブくんを飼うはるきくんの楽しい様子を想像し，お話ししましょう。

　◎カブトムシの(成虫の)寿命が短いとわかったはるきくんは，どうすればいいのでしょう。

○結局はるきくんは，どうしたと思いますか，ノートにまとめましょう。

③教師の説話を聞く。

	・鈴虫飼育などの苦労話や楽しい話を開示させるとよい。なお，虫の飼育は農水省が主管する。例えば，公益法人・農林水産・食品産業技術振興協会では「虫の飼い方」等の情報提供しているので活用するとよい。

・鈴虫などの声を愉しむのは日本文化で，江戸時代には「虫売り」も盛んだった。西洋人にはそのような文化はあまりなく，鳴き声も雑音と感じる。カブトムシやクワガタ等にも日本人ほど興味を示さないようである。

・虫に名前をつける実態があるかを学級で調査して欲しい。

・カブトムシは生きたおもちゃとの思いが見られよう。しかし，怪我などが回復するにつれ，命をもった生き物との認識が高まったのではなかろうか。

・カブトムシを自然の山に返して何をさせようとするのかなど，山に帰した後の状態や行動等を明確に推察させることが重要である。しかし，いずれにせよ成虫は短期間での寿命なので，どうするかと問い掛ける必要がある。

・このまま飼い続けて，死んでしまったらお葬式をしようなどの発想をする児童も出現するかもしれない。生まれてから死をむかえるまでの時間の経過そのものが「いのち」である。

・生きるものの命，死をむかえる命など，教師の経験にもとづいて説話し，児童に命の不思議さ，儚さ，大切さ，崇高さなどを考えさせることが大切である。

	クリエイティブな授業をするために
・カブトムシの寿命は，成虫のみならず卵や幼虫，蛹時代もあることに気づかせ，大きな自然の流れの中での一生だとの自覚を持たせるとともに，人間の一生も同じような自然のサイクルから成ることを理解させることが大切である。

・カブトムシのほかにも色々な虫についてのライフサイクルを調べる機会をつくるとよい。と同時に，成虫時代は人間に当てはめると何に相当するか等の話し合いの時間も大切である。


	主題名
	思いやりのある心で     
	内容項目
	思いやり・親切　2－(2)　　　　
	10月

	資料名
	18　でん車の　中で
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　困っている相手のことを思いやり，温かい心で親切にしようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　学級の友達が忘れ物をしたり困っていたりすると，進んでものを貸したり手伝ったりする姿が見られる。また校外に出た場合も，小さい子が転んだりすると，心配してあげるような態度も見られる。相手の痛みを自分のことのようにとらえ共感するところから，思いやりや社会連帯の芽が育まれていく。子どもたちの生活の場は広がっている。身近な人だけでなく，どんな人に対しても思いやりや親切にできる心を育てていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①こみあっている電車やバスに乗った経験を話し合う。 

○こんでいる電車やバスに乗って，困ったことはありませんか。

②資料「でん車の  中で」を読んで話し合う。

○足を踏ん張って大きな男の人が立っているのを見て，たかし君は，どんなふうに思ったでしょう。

○男の人に思いきり体をぶつけてしまったとき，たかし君はどんな気持ちになったでしょう。

○ぐっとこらえて，びくともしない男の人を見て，たかし君は，どう思ったでしょう。

◎たかし君は，どんなことに気づいて「そうだったのか……。」とつぶやいたのでしょう。

○たかし君は，この男の人のしたことを知って，どんな気持ちになりましたか。
③教師の話を聞いてほかの例を知る。


	・「今日の話はこの中のできごとです。」と言いながら，大きな電車の絵を黒板にはると，子どもの興味を引き，資料の世界に導きやすくなる。

・導入に続いて，大きな男の人の後ろ姿とたかし君の切り抜き絵を電車の絵の中に入れると，視覚的に動きのある資料提示となる。

・たかし君の不審な気持ちを切り抜き絵の表情で示してもよい。

・男の人のかげから，女の人が登場するような工夫をすると楽しい。

・男の人の行為の本当の意味を理解し，たかしがはじめに思っていた男の人への感情と比べる。

・一見，そうは見えないが，実は相手のことを思った親切な行為の事例を話したい。

	クリエイティブな授業をするために
・真の思いやりや親切は，相手がだれであっても同じようにできる行為でなくてはならない点をおさえ，日常生活や教科の学習，特に生活科など，多くの人とふれ合う場面に生かしたい内容である。高齢者や幼い子へも目を向けるようにさせたい。


	主題名
	自然を大切に
	内容項目
	自然愛　3－(2)　　　　　　
	10月

	資料名
	19　赤とんぼ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　優しい心で生き物に接し，自然を大切にする心を深める。

	主題設定

の理由
	　この期の子どもは小さな生き物が大好きである。たくさんの小動物に接し，飼育する楽しさを感じたり，その生死にかかわって心を動かしたりすることは大切なことである。しかし，その接し方が興味本意で，自己中心的な面があることも否定できない。そのような子どもも，厳しい環境に耐え，たくましく生きている小さな命の重みを知り，興味本意の飼育からの脱却を図らなければならない。この授業が一つのきっかけとなってほしい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①昆虫を捕まえたときの経験を発表し合う。

○虫を捕まえたことはありますか。

　その虫をどうしましたか。

②資料「赤とんぼ」を読んで，主人公やおじいさんの気持ちを中心に話し合う。

○赤とんぼを捕まえたとき，ぼくはどんな気持ちだったでしょう。

○おじいさんに「どう　するの」と聞かれたとき，ぼくは，どう思ったでしょう。

○おじいさんは，どんな気持ちで「しんで　しまうよ。」と言ったのでしょう。

◎だまって虫かごの赤とんぼを見ていたぼくは，どんなことを思ったでしょう。

　○ぼくは，どんな気持ちで一匹，一匹赤とんぼを逃がしてあげたのでしょう。

◎二人はどんな気持ちで，赤とんぼをいつまでも眺めていたのでしょう。

③赤とんぼになって，ぼくに手紙を書く。

○空に帰った赤とんぼは，ぼくに何と言うでしょう。赤とんぼになって，手紙を書きましょう。
	・捕まえた虫の最後を確認することによって，ねらいの方向　づけができる。

・赤とんぼをたくさん捕り，子どもらしく喜んでいるぼくの様子を共感的にとらえさせる。

・とんぼの命の短さについて，教師からの補足説明がある理解が深まるだろう。

・赤とんぼの目をじっと見つめるぼくの優しさに気づかせ　

　る。

・さし絵・写真を拡大して提示する。そのとき，この情景のイメージがふくらむ音楽をかけると，いっそう効果的である。

・生き物に対する温かい気持ちが表れているものを紹介す　る。

	クリエイティブな授業をするために
・命の大切さの自覚は，現在の教育の急務である。自分たち人間の命と小さな虫の命とは同じ命であり，それぞれ生きる場が違うこと，だからこそ尊重しなければならないことを，日常生活や生活科学習などで，おりにふれ指導を続ける必要がある。


	主題名
	約束事
	内容項目
	規則の尊重　4－(1)　　　　　　　　
	10月

	資料名
	20　だるまさんが　ころんだ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　規則を大切にして，みんなと協調して生きていく意欲を高める。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　集団や社会とのかかわりにおいては，必然的に決めごとや規則が要請され，守るべき法が生じる。さらに互いの利害や主張がぶつかり合ったときには，その調整のために法が力を発揮する。しかし一方で，法は，いきいきとした人間の行動力やエネルギーを抑制することも事実である。そこで，ここではきまりに対する主体性を育てるとともに，規範意識を徳として高めていくことが重要である。「法だから守る」だけではなく，自分たちの集団や共同体を守るための遵法であり，約束事としての再認識である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①みんなで楽しく遊んだりした経験，あまり楽しくなかったときの経験などを話し合う。

○楽しく遊べたときはどうでしたか。

○あまり楽しくなかったときは，どんなことがありましたか。

②資料「だるまさんが　ころんだ」を見て話し合う。

○1枚目のさし絵の6人のうち，何か気になった人がいますか。

○2枚目のさし絵で，何か気になったことがありますか。

○3枚目のさし絵で，何か気になったことがありますか。

○4枚目のさし絵で，何か気になったことがありますか。

○5枚目のさし絵で，何か気になったことがありますか。
◎6枚目のさし絵の，ふきだしに入る言葉を，考えましょう。

③つまらなかった理由を考える。

○どうしてこのゲームでは，みんなが楽しめなかったのでしょうか。ワークシートにまとめよう。
	・集団で楽しく遊べたときには，無言の約束があったことをここで引き出す。また，楽しくなかったときには，ルールを破ったり，無茶な行動が目立ったことなどもおさえておく。

・資料を拡大し，紙芝居などに構成し直しておくことも考えられる。

・p.50の一枚目のさし絵の左から二人目と三人目の表情に注目する子どもをおさえておく。

・二枚目のさし絵で，いたずらな二人が，みんな(三人)を差し置いて飛び出したことへの非難。

・ゲームがはじまったばかりで鬼にタッチした二人の無軌道ぶり。

・それぞれの参加者たちの表情から，心のうちの言葉を想像させることも考えられる。

・いたずらな二人以外のゲームの参加者たちが，この段階になって半ばしらけきっていることに気づいた子どもを評価する。

・「はい，タッチ!」など，ますます得意になっている二人の浮いた状態をしっかりとおさえるとよい。

・何事にも前提や暗黙の了解があると納得させることが必要である。

・無軌道な行動は，まわりの人を不快にすることを明確化する。

	クリエイティブな授業をするために
・資料の場面を，よりとらえやすくするため，役割演技等を取り入れるとよい。また，補助発問等により，遊び以外の場面にも広げ，いろいろやきまりの意義や，それを守らないとどうなるかなど，日常生活の中できまりを守ることの大切さについて考えを深めさせていくことも考えられる。


	主題名
	美しいものに感動する心   
	内容項目
	敬けん　3－(3)　　　　　
	10月

	資料名
	21　木のはの　ダンス
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　美しく気高いものの神秘さにふれ，敬けんな心情を高める。

	主題設定

の理由
	人間には本来的に美を求めようとする心がある。人間のもつみずみずしい感性が鈍磨する傾向のある今，もう一度，人間の在り方の原点に立ち，人間や自然を見つめ，人間を超えたものに思いをはせることが必要であろう。　

美しいものを美しいと感じ，不思議なものに目を輝かせて受け入れるこの時期の子どもの心に，たくさんの美や善・真・聖を感動とともに送り，身近なものの中にある，これらに気づかせることが，今，重要である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①落ち葉の触れ合う音を聞いて，話の世界に入る。

○何の音でしょう。どんな話が始まるかな。

②資料「木のはの　ダンス」の範読を聞いて，話し合う。

○ゆかりのまわりを踊りながら，木の葉たちは，ゆかりに何と言っているでしょう。

○木の葉と踊ったゆかりは，どんな気持ちだったでしょう。

○ゆかりの夢に出てきた妖精は何の妖精でしょう。ゆかりとどんなことをするでしょう。

◎妖精たちは，どうして，ゆかりに「ありがとう。」と言ったのでしょう。

○さざんかの花は，ゆかりに何と言うでしょう。

③自分の生活のなかで，話のような妖精を探す。

○ゆかりちゃんのように，みんなも妖精を探しましょう。
	・落ち葉を重ねて揺らし，音を出す。箱に入れて手でかき回し，音を出してもよい。

・目を閉じて聞かせると楽しい。

・p.53のさし絵を拡大して提示し，ゆかりの楽しそうな表情に気づかせる。ゆかりと木の葉と別々に切り抜き，各々を動かすようにすると，動きのある提示ができる。

・自分たちと一緒に踊ったゆかりを，木の葉はどう思うかという発問を重ね，妖精としての木の葉の気持ちに気づかせることもよい。

・妖精の「さみしかったわ。」と言う言葉からも，お礼を言う意味を考えさせる。

・「いつも　みんなの　そばにいるのよ。」という言葉は終末につなげる。

・ゆかりとさざんかの妖精の会話を想像させてもよい。

・時間が許せば，校庭探検をしたい。また，いつでも見つけたら教えてね，と声かけをしておくことも大切である。

	クリエイティブな授業をするために
・授業後が楽しみな資料である。美しく気高いもの，またその神秘さを，身近なところから見つけようとする活動は，子どもの感性を磨き，育てるであろう。朝の会のスピーチや毎日の一言日記などで紹介し合い，日常活動としたい。


	主題名
	ぬくもりのある家庭   
	内容項目
	家庭愛　4－(3)　　　
	11月

	資料名
	22 あしたは　だいじょうぶ　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　家族の温かい気持ちを感じ取り，進んで楽しい家庭をつくろうとする心情を高める。

	主題設定

の理由
	　子どもの価値観の基盤や基礎的土壌は家庭にある。ごく幼い子どもにとって父母は絶対的な存在だが，この時期になると，人間としての弱さや矛盾を抱える父母の姿に気づき始める。しかし，自分が処理しきれない問題に直面したとき，戻るのは父母の胸である。自分を待ってくれるところ（家庭）があるからこそ，子どもは外の世界ではばたくことができる。家族の共感性に気づき，よりよい家庭をつくろうとする心情を高めたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①いろいろな「ただいま。」を聞き，その背景を考える。

○「ただいまあ。」と言って帰ったときは，学校でどんなことがあった日？「ただいま……。」は？

②資料「あしたは　だいじょうぶ」を読んで話し合う。

○お母さんに「どうしたの」と聞かれ，「ううん。ちがう。」「なんでもないの。」と答えたさとちゃんの気持ちを考えてみましょう。

◎お母さんのひざの上で，さとちゃんはどんなことを考えたでしょう。

③生活のなかで考える。

○さとちゃんがお母さんに自分の気持ちをわかってもらったように，みんなが，ほかの人の気持ちをわかってあげるときはありますか。
	・教師が，元気な声で言って話し合いに入る。次に，小さな声で言って話し合ってから，資料に入る。

・「どうして本当のことを言わないのかな。」と発問してもよい。　

・自分の体験をもとに語る子どもがいたら，全体に広め，自分とのかかわりで考えさせる。

・「黙っていると，お母さんが逆に心配してしまうのに。」と発言する子がいたら，さとちゃんの気持ちを深く考えるために，このような逆の見方も大切に扱う。

・教師がお母さん役で，役割演技をしてもよい。

・お母さんの「だいじょうぶ。」の後に何と言うか考えさせると，子どもは自分の経験から発言する。この内容によって，今，その子が抱えている問題や願いの一端を知ることができる。

・これからは，他人の気持ちもわかることについて考える。

・相手の表情やしぐさなどから，気持ちを推し量ることができることに目を向け，他人の気持ちをわかろうとする心のはたらきの大切さに気づかせる。

	クリエイティブな授業をするために
・学級の生活のなかで，友達の表情やしぐさなどから，気持ちを推し量ることができることに目を向けさせ，他者の気持ちを理解しようとする心のはたらきの大切さに気づかせていきたい。


	主題名
	欠かせないあいさつ
	内容項目
	礼儀　2－(1)
	11月

	資料名
	23　しらない　人にも
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	相手の立場に立って言葉を使おうとする心情を高める。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　学校教育では，あいさつは「おはよう」などの最初の言葉かけとなってしまっている。その意味でのあいさつは，動物が互いに敵ではないと言う信号ややり取りから端を発しているので，共同体や集団での共通な型やしきたりが大切となる。しかし，型の奥にどのような心が隠されているかは見えない。そこに礼儀の難しさがある。ここでは，形や型の意味とともに，相手の人格尊重という他者とのかかわりを考えさせていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①知らない人とあいさつをした経験を話し合う。 

○道で知らない人とあいさつしたことはありますか。

②資料「しらない　人にも」を読んで話し合う。

○お兄ちゃんは，どうしてあいさつしたのでしょう。

○ぼくはどうして声をかけられなかったのでしょう。

○知らない人にあいさつするのは，おかしいことなのでしょうか。

◎校長先生のお話をききながら，ぼくはお兄ちゃんのことをどのように思ったのでしょう。　

③最後にぼくは，何を思ったか，ワークシートにまとめる。
	・いつも通る道で，少しは顔見知りの人だったら挨拶の経験もあるだろうが，全く知らない人に声はかけられない実態があろう。学校などよく知っている場所での経験はどうかも含めて尋ねるとよい。

・お兄ちゃんが大きい声であいさつしたときに，その人もにっこりしたことをおさえる。

・あいさつをかわすと，何かが心の中で交流することに注目する。

・知らない人とのあいさつは，相手のことや，場所などにも関係することに留意する。

(相手が敵でない判断の重要性を確認する。)

・全校朝会で称賛されるほどの快挙であったことの確認。

・弟として誇りを感じたことを押さえた子どもを評価する。

・よいことは進んで行おうとする意欲をおさえ，あいさつの効果や意味をしっかりおさえる。

	クリエイティブな授業をするために
・かかわる相手を尊重する気持ちを伝えるあいさつを切り口に，児童の他者意識を広げることもねらう。かかわりを，知っている，面識があるという範囲にとどめず，学校など集団の一員としてのかかわりや，地域社会の一員としてのかかわりへと広げていく。日常のあらゆる場面を想起させ，児童の社会性や公共の精神を育成へとつなげたい。


	主題名
	ずるい隠しごと
	内容項目
	規則の尊重　4－(1)
	11月

	資料名
	24　いいのかな
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	規則を大切にして，みんなと協調して生きていく態度を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　人はともすると自分だけが難局を避け，得をしようとする。自分の都合を優先する思いからである。決まりを守ることをばからしく考えることもある。今日の風潮は，まさにそのような歪んだ価値観に席巻されている。
　まだまだ自己中心性が強い傾向があるこの時期の子どもたちに，自分だけの都合やずるさを排し，自己も他者も気持ちよく生活するためにはどうしたらよいか考えさせ，規範意識を高めることを願って，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①学校で今，はやっていることを発表する。

○今，学校で休み時間などに，みんながいっせいにする遊びなどはありますか。
②資料「いいのかな」を読んで話し合う。 

○休み時間になると，どうしてみんないっせいに走っていくのでしょう。 

○青の2番はだれのものですか。

○たつやくんが体育館のほうに走っていったときに，ぼくは何を思いましたか。

◎青の2番の一輪車を見て，ぼくはどのように感じたのでしょう。

③青い2番の一輪車の汚れを考える。

○汚れた青い2番の一輪車の言いたいことを，ワークシートにまとめよう。
	・人はブームに流されやすく，ときには冷静な判断が後退してしまうことをおさえておく。

・一輪車の数の過不足，乗りやすさなどの物事を冷静に受け止める重要さもおさえる。

・児童による一輪車に対する温度差も配慮する。

・もともとはみんなのものであることを確認し，みんなの運動能力向上や休み時間の楽しみのためにあるものということを確認する。
・ぼくもいっしょになって行ったことへの反省と悔恨。

・車輪に草が絡まり，土で汚れた一輪車の悲惨さをおさえる。

・ブームの恐ろしさをおさえ，ずるいことへ流された自己を見つめる。
・本当はどうされることを一輪車は望んでいるか考えさせ，規則を守ることの大切さに気づかせる。

	クリエイティブな授業をするために
・社会全体への公徳心の衰退が危惧されている。日常生活での規範意識の向上が社会全体の真の幸福につながることを地域や保護者とともに考えたい内容である。また，児童には，具体的な物や場所を大切にする日常的な指導を継続していくことが大切である。


	主題名
	正直で誠実な生活  
	内容項目
	正直・誠実，明朗　1－(4)　　　　　　　　
	11月

	資料名
	25　金の　おの
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　うそやごまかしをせず，素直にのびのびと行動しようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　明るくのびのびと生活するためには，自分に対しても他人に対してもうそやごまかしをせず，誠実に生きることが必要である。目先の利益を考え，ついうそをついたり，ごまかしをしてしまったりしたときの後味の悪さ。事態が思いもかけない方向に展開してしまったとき，うそをうそで固めてしまう人間の弱さ。昔から語られてきた寓話の中から，人が善く生きる知恵を見いだし，明るく生きようとする態度を育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①舞台や登場人物について話し，資料の世界に導く。

　○ここはどこでしょう。

②資料「金の　おの」のさし絵を見ながら話を聞き，話し合う。

○きこりは何をしているのでしょう。

○斧が落ちてしまったとき，きこりはどんなことを思ったでしょう。

○金の斧をどうしてわたしの斧ではないと言ったのでしょう。

○銀の斧も違うと言ったとき，きこりはどんな気持ちだったでしょう。

○女神に鉄の斧を見せられたきこりは，どんな気持ちだったでしょう。

○自分の斧が見つかったとき，きこりはどんな気持ちだったでしょう。

◎女神は，なぜ，きこりに金と銀の斧をくれたのでしょう。女神の気持ちになって話しましょう。

③生活の中で正直にしてよかった，正直にしようと思うことなどを考える。

○このきこりのように，正直にしてよかったということがありますか。
	・p.64のさし絵を黒板にはり，気がついたことを自由に発表させる。

・きこりの仕事を確認しておく。

・きこりの斧が沼に落ちたときの焦燥感を大事にする。

・なぜ女神が現れたのかを詮索する子どももいるので，きこりの日頃の誠実な生き方にも類推させるとよい。

・きこりの正直な人間性が表れている場面である。正直さの理由は，子どもによってさまざまであろうが，その子の今の実態ととらえることができる。

・金の斧を見せられたきこりの心を想像させる。

・欲得は，結局は自分自身のためにならないという自覚が大切である。

・「もし，きこりが，金の斧も銀の斧も自分のものだと言っていたら，女神はどうしたと思いますか。」という逆の方向の質問で話し合いを深めてもよい。

・教師の子どものころの話でもよい。迷ったが……という内容であれば，子どもも親近感をもつであろう。

	クリエイティブな授業をするために
・学校生活の小さなできごとのなかの，正直や誠実に該当するものを常に紹介したい。そのような姿勢をもって子どもに接することにより，子どものなかからよさが導き出されよう。


	主題名
	みんなと自分
	内容項目
	節度ある生活態度　1－(1)　　　　　　　
	12月

	資料名
	26　みんなってなん人
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	身のまわりの人々の生活や自分自身の生活を考え，わがままをしない態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　“みんな”は重く，怖い言葉である。人は，ときには“みんな”の言葉に泣き，ときには助けられ，ときには道に迷い……。もし，“みんな”の前に“自分”がいたら，一歩下がって事態を見きわめられるはずである。2年生の子どもにとって“みんな”ではなく“自分”を要求されることは厳しいことであろう。しかし，少しずつ自分で考える経験を積み，自分で自分の生活に節目をつける能力をつけ，ぐんぐんのびてほしいとの願いももっている。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「みんな」の言葉のもつ威力について先生の話を聞く。

②資料「みんなって　なん人」を聞いて話し合う。

○おねえちゃんの主張に反対する意見，賛成する意見を交換しましょう。

◎二つの考えについて自分の立場を明確にしましょう。

③都合よく考えようとする人間の愚かさについて発表し合う。
	・みんなの言葉を都合よく使っている事例（子どもが使う例，大人が使う例）を先生が提示する。子どもたちが自分たちの生活の中で，都合よく使っている例を提示できれば話をさせる。

・日常経験をもとに自由に発言させる。

・よくある事例なので，一人ひとりに自分の考えを言わせる。あるいはワークシートに記入させるなどをして自分の立場を決めさせる。

・ディベート的に取り扱ってもよい。

・「みんな」の言葉で逃げてしまえば自分の責任は軽くなるが，自分の生活は自分で節目をつけて築いていく観点からすれば，「みんな」に負けない自分が大切であることに，話し合いを通して気づかせる。

・自分にとって都合よく考えようとすることは，人間のもつ一つの弱さであることを認めたうえで愚かさについて考えさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・全体に対してどれぐらいの割合をもってみんなというのかを，いろいろな立場の人に聞き，私たちが使う「みんな」の割合の傾向をとらえさせる。
・「みんな」の言葉に負けない自分の考えをもつことの大切さを理解させる。


	主題名
	大切な命   
	内容項目
	生命尊重　3－(1)　　　　　　
	12月

	資料名
	27　いただきます　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　自分の命を支えている命の存在に気づき，命を大切にしようとする心情を深める。

	主題設定

の理由
	　当然のようにいただいている毎日の食事だが，子どもの中には偏食傾向が多く見られる。豊富な食物に囲まれて，食べ物を粗末にしてはいけないというしつけさえ過去のものとなっているのであろうか。

　ここでは，わたしたち人間の命を支えているのは，食べ物となった別の命であることに気づき，自他の命を尊重することの大切さを考えてほしいと願っている。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①さし絵から，どんな場面か話し合う。

　○さあ，今日のお話は何かな。

②資料「いただきます」の範読を聞いて，話し合う。

○男の子はまさし君。お父さんとお母さんの三人で夕食をとっています。魚を残したとき，まさし君はどんな気持ちだったでしょう。

　○この魚はまさし君のところにくる前はどこで何をしていたのでしょう。

○まさし君が食べ物を食べなかったらどうなりますか。まさし君と一緒に考えましょう。

○魚にもまさし君にもあるものとは何でしょう。

◎お米や野菜には，命はあるのでしょうか。

③「いただきます」という食事のあいさつについて考える。

○食事のときに，みんな「いただきます。」と言いますね。「いただきます。」は，「もらう」という意味です。何をもらっているのでしょう。
	・p.44～45のさし絵のテーブルの部分だけ提示する。1枚絵にして折っておくとよい。

・導入で提示したさし絵の全体を開いて見せ，登場人物の紹介などをして，資料の輪郭を示す。

・父親の質問に，主人公と一緒に考え，解決していこうとする雰囲気を作るために，教師の語りで授業を進める。

・子どもたちから「いのち」という発言が出にくいようなら，無理に出させようとはしないで，資料の読みに戻り，解決する。

・まさしと魚の関連を「→」でつなぎ，両者が「いのち」でつながっていることを理解させる。

・植物を栽培した経験を想起させ，植物の成長→生きていること→命があることに気づくようにさせる。

・「いただきます。」も「ごちそうさま。」も食べ物やそれを作った人への感謝の言葉であることをおさえ，子どもたちの生活に生かすようにしたい。


	クリエイティブな授業をするために
・人命が軽んじられている昨今，自分の命＝人の命は，多くの命に支えられて生存していることを，「食」の観点からおさえたい。給食時やそのほかの学校生活のなかで，おりにふれ指摘したいものの見方の一つである。


	主題名
	家族の愛情     
	内容項目
	家庭愛　4－(3)
	1月

	資料名
	28　あたたかい　手
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　家族の人々の愛情に気づき，明るく楽しい家庭にしようとする心情を高める。

	主題設定

の理由
	　家庭が楽しく温かい秩序と明るさにあふれていれば，子どもはその中で自然に家庭愛の実践を繰り返すことができよう。しかし，実際の家庭は，そのような内容も含みながらも本音でぶつかり合える場所でもあり，憩い，甘えが許される場としても存在する。

　この期の子どもは，徐々に物事を客観的に見る力がついてくる。あまりにも身近な存在である家庭を，今一度見つめ直し，その中で自分の役割を自覚することを期待したい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①自分や家族の手をさわった感じを話し合う。

○自分の手をさわってごらん。どんな感じですか。

○おうちの人の手はどんな感じでしたか。

②資料「あたたかい　手」を読んで話し合う。

○お父さんに体を洗ってもらいながら，まもる君はどんなことを考えていたでしょう。

○お母さんの手を見て，まもる君はどんなことを思ったでしょう。

　◎お父さんとお母さんの手を代わる代わる握りながら，まもる君はどんなことを考えたでしょう。　 

○「どちらも，とても　あたたかい　手でした。」とまもる君は言っているけれど，本当でしょうか。

③生活の中で考える。

○帰ったらもう一度，家の人の手を握ってみましょう。
	・まず，自分の手をさわらせた後，家で調べてきた家族の手の様子を発表させる。

・それぞれ（家族構成の関係で寂しい子が出ないようにする。）の手には，生活が隠され特色があることに目を向けさせる。

・さし絵から，お父さんとまもる君がどんな会話をしているか想像させる。

・父の後は母に思いをやったまもるの気持ちに気づかせる。

・家族によって家事の分担は異なるが，父母が家族のために働いていることはおさえたい。

・家族の一員としての自分を認識させるために，「みんなの手は？」と切り替え，自覚をうながしたい。
・実際の母親の手は冷えていたが温かく感じたのはなぜか，という点から，心のつながりの問題を引き出す。

・この後，父母からの声を集めたり，子どもの感想を詩に表現させたりして，学習を広げることもできる。

	クリエイティブな授業をするために
・道徳の授業の公開をすることの大切さが言われている。本資料は，保護者の授業参観時，または保護者に参加していただいての授業展開などにふさわしい内容である。個々の児童の家庭状況に配慮しながら，温かい思いが残る授業としたい。


	主題名
	働くことの大切さ  
	内容項目
	勤労・努力　1－(2)　　　　
	1月

	資料名
	29　見えない　たからもの
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　働くことの大切さに気づき，進んで働こうとする意欲を高める。

	主題設定

の理由
	　この期の子どもは，自分の興味・関心のあるものには進んで取り組もうとするが，困難なことにぶつかると途中でやめてしまうことも見られる。責任のある仕事を十分に与えられていないことも関係していると思われる。人が自己実現を図っていくためには，労を惜しまず，目的に向かって勤勉・努力していくことが大切である。自分の仕事やその目的をしっかり

もって体を動かし，進んで成しとげようとする芽を大切に育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①宝物についてふだん思っていることを話し合う。

○宝物というと，みなさんはどんなものを思い出しますか。

②資料「見えない　たからもの」を読んで，三人の息子の気持ちや行動を

中心に話し合う。

○父親の宝物の話を聞いて，三人の息子はどんなことを考えたでしょう。

○三人の息子は，どんな気持ちで広い畑を隅から隅まで耕したのでしょう。

○いくら耕しても，宝物が出てこなかったのを，息子たちはどう思ったでしょう。

◎三人の息子たちが気づいた「宝物の意味」とは，どういうことなのでしょう。

③自分たちの生活のなかでの宝物を話し合う。

○みんなの生活のなかで，この話のような宝物は，何でしょうか。
	・自由に発表させ，話への興味や関心を高める。

・さし絵を拡大したものを，紙芝居風に提示し，子どもたちの興味を引きつける工夫をする。

・人間の欲望や弱さに目を向けさせる。

・宝物は出てこなかったが，だんだんと麦の収穫が増えていったことに気づかせる。

・この中心場面では，宝物の意味を一つに限定する必要はない。それぞれの子どもの言葉で本当に価値のあるものを見つけるようにする。

・仕事をした後の精神的な満足感や喜びを大切にしていく。

また一人ひとりに称賛の言葉を送り，意欲づけをしていく。

	クリエイティブな授業をするために
・本時の学習後，意図的に，学校・家庭を子どもたちが責任ある仕事を見つける場にする。そして，それを継続できるよう，保護者に依頼して，適切な助言や称賛を繰り返すようにしていきたい。


	主題名
	みんなのものを大切に
	内容項目
	公徳心・規則の尊重　4－(1)　　　　　
	2月

	資料名
	30　なの花ひろば
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　約束やきまりを守り，みんなが使う物を大切にしようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　「公徳心」とは社会生活での道徳を重んじる心であるが，日本人の文化を支える心からすると「日本人の公徳心」の独自性が指摘できる。「日本」とは「日の本」国であり，日(お天道様)を全ての根本として創られた国民が日本人である。この観点に立てば，きまりや法があるから○○を守るではなく，「日の本の人の間では当然」という発想が生じる。これが理屈を超えた「日本人の公徳心」である。

　本資料は，「なの花ひろば」と「お日さま」の例話である。明るく平和な「なの花ひろば」が，外部の心ない力をもった者に侵略されようとした。そのとき，お日さまの声が聞こえ，みんなの話し合いによって平和を維持・回復する物語である。児童に「公徳心」の素晴らしさを自覚させようと願い，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①物語の興味・関心を高める。

　○これから物語をお話しします。どん

な動物が出てくると思いますか。

②資料「なの花ひろば」の話を聞いて，話し合う。
　○カラスたちが「なの花ひろば」を，ぼくたちの遊び場と言ったことをどう思いますか。

　○トンビたちが，前からおれたちの広場と言ったことをどう思いますか。

　◎両方ともへとへとになって広場に座り込んだことをどう思いますか。

○みんなでどんなことを話し合ったのでしょう。ノートにまとめてみましょう。

③教師の説話を聞く。


	・物語資料なので一般的導入は控え，早めに物語に感情移入させる。さし絵等を拡大して板書し，それだけで資料のあらすじを想像させてもよい。またp.78のさし絵を示し，平和な「なの花ひろば」の概況を想像させてもよい。要は，資料を少しだけ語っては子どもを見回し，発言したい子を発表させる。また続けて同じことを繰り返し，逐次順次的に資料開示を進める再現構成法に適した資料である。通常授業では資料読後に発問する「帰りの道徳」が，再現構成法では資料読みと発問が同時なので，言わば「行きの道徳授業」である。

・みんなの広場がいつの間にか特定者の持ち物になってよいのだろうか。逆にカラスの言い文やトンビの立場でも検証するとよいだろう。

・カラスとトンビが戦っている間，ミツバチやカマキリたちは何を考えていたのだろう。

・この物語ではカラスとトンビが相うちとなったが，もし一方が勝利したら「なの花ひろば」はどうなっていたのだろうと考えることも必要である。

・指導者は，お日さまの言った「みんなのひろば」の意味をとらえておこう。

・「分け合う」ことの大切さを改めて考えさせるとよい。だが，実際にはなかなか難しいことである。

・今までの自分をふりかえり，自分を率直に見つめ，「公徳心」の価値を自覚するとともに，教師の経験にもとづいて実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・それぞれの動物たちやお日さまをキャスティングして，児童たちで劇を演じることも興味深いことである。ロールプレイとは一味違ったストーリー展開やエンディングも考えられ，筋立ても発展可能である。

・お日さまの役割について，改めてみんなで考えを深めることも大切である。その思考を通して，児童に「日本人の公徳心」をとらえて，心情を培うことの契機ともなろう。


	主題名
	動植物にも優しい心で    
	内容項目
	自然愛　3－(2)　　　　　
	2月

	資料名
	31　白い　バラ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　優しい心で動植物をかわいがり，世話をしようとする心情を高める。

	主題設定

の理由
	　生き物や自然を愛する心を育てることは，人間が人間らしい愛情に満ちた生活を営むうえで大切なことである。しかし，ときとして，動植物に向ける目が人間本位で自己中心的なことがある。本来，動植物は人間の欲求を満たすものとして存在するのではない。生き物としてそれらが求めているものを知り，適切に世話をしてこそ，動植物はその命を輝かせ，人間にこたえてくれることに気づかせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①動植物を育てた経験を話し合う。

○自分で，動物や植物を育てたことがありますか。育ててみて，どうでしたか。

②資料「白い  バラ」を読んで話し合う。

○女の子は，バラの苗を買ってもらったとき，どんなことを考えたでしょう。

○花が咲いたとき，女の子はどんな気持ちだったでしょう。

○家の人はどんな気持ちだったでしょう。

○女の子はどんな気持ちでバラに声をかけたのでしょう。また，声をかけられたバラはどんな気持ちになったでしょう。

◎女の子を飾ったバラの花は，女の子に何と言っているでしょう。

③育てている動植物になって，自分に手紙を書く。

○みんなの育てている動物や植物になって，自分に手紙を書いてみましょう。
	・動植物の世話をした経験を自由に語らせ，その楽しさや大変さにふれる。

・首をかしげた女の子の表情を想像し，ちょっと自信はないが，でも大切にしようと決めた気持ちを感じ取る。

・最初，バラの苗の切り抜き絵を提示する。花が咲く場面で，つぼみの上に咲いた花を貼り，初めて咲いた感じを出す。

・父親をはじめとして，女の子へ優しい視線を投げかける，温かい家族の存在に気づかせる。

・バラの花と女の子になって役割演技をし，お互いの気持ちを表現することもよい。

・バラの成長を，黒板にたくさんのバラの花を掲示することで表すことも楽しい。

・教師がバラの花の絵を持ち，発表する子に手渡しながら「どんな気持ちかな」と発問していくと，自然にバラの気持ちになって考えることができるだろう。

・動植物に対する自分の態度を素直にふりかえるようにさせる。



	クリエイティブな授業をするために
・生活科や家庭でどう植物を育てた経験から，そのときの心情を思い出させる。また，学校や家にみんなが大切に育てている木などがあれば，これを手入れしている人の話を聞き，動植物と心を通わせることについての理解を深め，感性を磨きたい。


	主題名
	言葉に出す勇気
	内容項目
	勇気　1－(3)
	2月

	資料名
	32　おもいきって
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	よいと思うことは，おそれずに行おうとする心情を高める。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　失敗を恐れずに物事にチャレンジする勇気。これは人間として前向きな生き方を志向するときに欠かせないものである。この期になると，活発な子はその方向で自己を表現することができる。しかし，子どものなかには，自分の殻に閉じ込もり，自己防御的になっている子はいないだろうか。そういう子も本来は，自分を表現したい，認められたいという願いをもっている。そういう子に「やってごらん。」と背中を押す機会とするために本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①友達との意識のすれ違いなどについて話し合う。

○友達とうまくいかなかったことや，思っていることはありますか。

②資料「おもいきって」を読んで話し合う。

○たえさんがちかさんと話し始めたとき，わたしはどんなことを考えたでしょう。

○わたしも遊べる日なのに，ちかさんと遊ぶ約束をしたたえさんをどう思ったでしょう。

　◎帰り道でわたしが，思い切ってたえさんに声をかけたのはどうしてでしょう。　 

○「なあんだ。」とたえさんに言われたときのわたしはどう思いましたか。

③生活の中で考える。

○帰ってから今日のことを家の人に話したとすると，家の人は何と言うでしょうか。ワークシートにまとめよう。
	・意識のすれ違いや，誤解などの経験について自由に出し合う。プライバシーに十分留意する。

・誤解によって，トラブルになったり反発が起きたりした事例などは，教師が話した方がよい。

・p.79のさし絵を活用する。

・発達の段階にもよるが，女子にはジェラシー感覚が生じていることも考える。

・たえさんに悪気はないことを指摘した子を評価する。

・言うか言わないかの葛藤の末の行動である。

・言わなければそのまま悩みを家に持ち帰ってしまうことをおさえておく。

・思い切って言ってよかったという感覚。

・「案ずるより産むが易し」のたとえ。
・第三者の感覚や大人の判断を参考にし，今日のことをふりかえるとよい。

	クリエイティブな授業をするために
・ロール・プレイングやロール・レタリングの手法を取り入れ，友達同士の葛藤場面の演技や解決方法への書簡法活用など，他領域と連携させ，実践することも有効である。


	主題名
	清らかな心 
	内容項目
	敬けん　3－(3)　　　　　　
	2月

	資料名
	33　しあわせの　王子（1）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　美しく清らかなものにふれ，それを大切にしようとする心情を高める。

	主題設定

の理由
	　人間は感情の動物であり，人の感情が理解できるところから人間らしさが生まれてくる。また，人間の美しい心や崇高な気持ちにふれ，心うたれたとき，人間本来の素直さを取りもどし，自分もそうありたいと願うものである。

　現実的な生活の中でも，純粋な気持ちを表現できるこの期の子どもたちに，真の美しさ，他人のために捧げる温かく深い愛情の姿に気づかせ，清らかな心情に目を向けさせていくことが大切である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①しあわせの王子のさし絵を見て，感想を話し合う。

○この絵の王子を見てどんな感じがしますか。

②資料「しあわせの  王子」を読んで，王子とつばめの気持ちや行為を中心に話し合う。

○王子はどうして泣いていたのでしょう。

○王子はどんな気持ちで，ルビーを病気で寝ている子の家に届けてほしいと，つばめに頼んだのでしょ

　う。

○右目のサファイアを若者に届けるようにと，王子に言われたとき，つ

　ばめはどう思ったでしょう。　  

○つばめはどんな気持ちで，「あなたの　そばで　くらしましょう。」と

言ったのでしょう。

○何の飾りもなくなってしまった王子は，どんな気持ちだったでしょう。

◎神様はなぜ，二人の心をそっと抱いて，空に上っていったのでしょう。

③音楽を聞きながら，一人ひとり，話をふりかえる。  

○今日の話はどうでしたか。天国に行った二人のことを思いながら音楽を聞きましょう。
	・王子についての意見が出たところでつばめを出し，もう一人の登場人物を紹介する。

・導入で王子の悲しそうな表情に気づいた子がいたら，そこからつなげる。

・王子の体の宝石や金がいくつか取れるようにしておき，切り抜き絵のつばめとともに，話の進行にしたがって，取ったり，移動させたりすると，動きのある展開になる。

・王子の深い自己犠牲の愛に気づいたつばめの様子を理解させる。その行為として，羽で王子の目をそっとなでる部分がある。

・王子の自己犠牲の心を子どもなりの言葉で表現させる。

・王子とつばめのその後の様子を自由に想像させ，二人の心の尊さを感じさせる。

・音楽は展開の最終部分で流してもよい。また，ここで音楽を聞きながらワークシートを書かせてもよい。



	クリエイティブな授業をするために
・「他人のために自己を捧げた愛」の美しさは，物語の中によく表現される。一年間を通し，このような感動的な物語を読み聞かせのなかに取り入れ，教師の語りで，子どもとともに感動に浸る時間を設けるようにしたい。子どもから紹介してらってもよい。


	主題名
	大切なわたしの友達 
	内容項目
	信頼・友情　2－(3)　　　　　　
	2月

	資料名
	33　しあわせの　王子（2）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　人の心の美しさにふれ，感動し，仲間とともに励まし合っていこうとする心情を高める。

	主題設定

の理由
	　人間は感情の動物であり，人の感情が理解できるところから人間らしさが生まれてくる。本資料のつばめの行為は，単なる自己犠牲や王子への同情ということではない。また，友達のためというだけでは，ここまで王子のために尽くせるものではない。つばめの，王子に対する真の愛ともいえる友情に感動させ，自分もつばめのように心から友達や周りの人間のために尽くせるような心をもちたいと思えるように目を向けさせていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①これまで友達のために尽くしたことについて発表し合う。
○今までに友達のためにいいことをしたり，してもらったりしたことはありませんか。
②資料「しあわせの　王子」を読んで，つばめの気持ちや行為を中心に話し合う。
○（幸せの王子のさし絵を掲示して）どんな感じがしますか。
○王子はどうして泣いているのでしょうか。
○王子から頼まれたつばめは，どんな気持ちで届けたのでしょうか。
　  

◎つばめはどんな気持ちで「あなたのそばで　くらしましょう」と言ったのでしょうか。
　○神様はなぜ，二人の心をそっと抱いて空に上っていったのでしょう。
③つばめの気持ちになってふりかえりをする。
○つばめの気持ちになって，王子に手紙を書きましょう。
	・2年生の子どもにとって貴重な体験を発表できる子どもは少ないことが予想されるが，ここではちょっとした体験でも取り上げて進めていく。
・友達のために命を懸けて尽くした話であることを説明してから読み進める。
・王子についての発表のなかで，泣いていることにふれた感想が出たら，そこからつなげて「なぜ泣いているのか」と発問する。
・（そんなことは……。）と言ったつばめの言葉に着目し，決して王子の言いなりで行動していたわけではないことに気づかせていく。
・王子の深い自己犠牲の愛に気づいたつばめの様子を理解させる。その行為としてつばめは羽で王子の目をそっとなでたことにもふれていく。
・つばめもまた自己犠牲の愛の行動であったことに気づかせたい。
・ワークシートには，つばめの気持ちになって王子への手紙を書くことで本時のふりかえりを図るとともに，自己犠牲の愛について理解を深めさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・「つばめの王子に対する友情（真の愛）」は子どもにとって日常からかけ離れていることは否めないが，このような感動的な物語は一年間を通して読み聞かせをして，子どもとともに感動に浸る時間を設けるようにしたい。


	主題名
	みんな仲よく
	内容項目
	信頼・友情　2－(3)　　　　　
	3月

	資料名
	34　ひとりぼっち　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　友達と仲よくし，助け合おうとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　「信頼・友情」に影をさすものに『仲間外れ』がある。小学2年生の頃は自分たちの結束のため，生贄としてだれかを仲間外れにする事例もまま見られる。要は多数と少数の戦いであり，外れると阻害され，理屈の通らぬ悲しさや不合理，どうしようもない孤独感に曝されることになる。仲間外れは悪である。「あなたにも何か原因があるのでは？」と指導する輩もいるが，これはいじめと同じ構図で，断固排除すべきである。

　本資料は，仲間外れを心配した女子の遠足でのエピソードである。一人ぼっちで淋しそうな男子に救いの手を差しのべようとした優しさは，児童に仲間外れの不合理さをわからせ，「友情」を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①グループの作り方について，意見や感想を聞く。

　○ グループをつくるとき，気をつける事はありますか。発表しましょう。

②資料「ひとりぼっち」を読んで，話し合う。
　○ゆきこ先生がお昼に，お弁当のことで説明したのをどう思いますか。

　○よしひさくんを入れてあげようと言ったなおこさんを，どう思いますか。
　◎かずおくんが「よっちゃん!　いっしょにたべよう。」と言ったことを，なおこさんはどう思ったのでしょう。
○大きくうなずいたよしひさくんをどう思いましたか，ノートにまとめましょう。

③これからの自分を考える。

○「友情」を大切にするにはどのような心掛けが必要かについて，教師の説話を聞く。
	・資料では，結局仲間外れではなかったが，原っぱをウロウロしていたよしひさくんを心配したなおこさんの優しさは素晴らしい。その気づきの目を子どもに育てたい。なおこさんは繊細な感覚の持ち主であり，クラスでは貴重な存在なので，リーダーとして活躍する場を与えたい。

・遠足は，特別活動・学校行事の「遠足・集団宿泊的行事」に位置づき，「望ましい人間関係の形成」や「集団生活の在り方」を学習する機会である。

・「友達二人以上の食事」を課すことは個人行動を排し，集団生活を学ぶ機会にしようとのゆきこ先生の指導である。その観点からすると原っぱをうろつくよしひさくんの行動は，なおこさんには気掛かりだったのであろう。

・女子グループの中でも「ひとりぼっちよりはいい」と考えたのである。

・かずおくんとのけんかを真っ先に思い出したなおこさんだが，そのかずおくんから「いっしょにたべよう。」と声が掛ったのでホッとしたのだろう。今回は杞憂に終わったので，「いただきまーす」も大きな声になった。

・声を掛けられたよしひさくんは，ホッとして頷いたのであろう。一瞬，ひとりぼっちになってしまったかと心配だったに違いない。

・今までの自分をふりかえり，自分を見つめることで「信頼・友情」の価値を自覚させるとともに，教師の経験にもとづいて，実践の場の拡大を図る。

・この期の子どもにとって，ひとりぼっちは辛く悲しいことである。特に，グループ活動推進の学校では「外れ者」「はみ出し者」は恐怖でさえある。

	クリエイティブな授業をするために
・ロールプレイなどを通じて，「ひとりぼっち」の辛さ等を確認させることで，その辛さや悲しさが実感できよう。その感覚を追体験する時間の確保が重要である。

・もし自分が「ひとりぼっち」になったとしたら，どうするかの解決シミュレーションも大切である。


	主題名
	自慢できるふるさとに
	内容項目
	郷土愛　4－(5)　　　　　
	3月

	資料名
	35　日本のたから　ふじ山　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　2年
	

	ねらい
	　郷土の文化や生活に親しみ、愛着をもとうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　「郷土愛」とは，生まれ育った地域への愛着や忠誠を抱く心情である。この郷土の幅を広げれば祖国愛にも通じる。活躍するアスリートが同郷と聞けば応援に熱がこもるだろうし，生育地の評判が高いと自分まで誇らしい気持ちになるのも頷ける。「犬は人につき，猫は家につく」と言われるが，猫の習性のようなものが「郷土愛」であろうか。近年はその郷土意識が変化しており，改めて心に響く道徳的価値として重視したい。

　本資料は，親子旅行での富士山の姿を見て感動した「みどりさん」のエピソードにもとづく例話である。富士山は世界文化遺産となったが，問題点も見えてきた。資料を通じて児童に「郷土愛」が育成できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①富士山について知っていることを発表する。

　○ 富士山について，自由に発表しましょう。

②資料「日本のたから　ふじ山」を読んで，話し合う。

　○みどりさんは，富士山を見てどう思ったのでしょうか。
　○「世界の富士山」とわかったみどりさんは，何を思ったのでしょう。
　◎富士山がゴミで一杯だと知ったみどりさんは何を考えたのでしょう，ノートにまとめてみましょう。

③これからの自分を考える。

○「郷土愛の心」を大切に育てるには，どのようにしたらよいでしょう。先生のお話を聞きましょう。
	・富士山は，人々に神聖な感覚や畏敬の念を抱かせる美と信仰の場として崇拝され，また優れた芸術作品の対象として人々に愛されてきた。山の恵みは湧水等豊かな自然を育み，人々は山によって生かされているのである。

・富士急行(株)では，富士山に関して「フジヤマNAVI」を提供している。

・p.96～97の写真を用いて感想発表しても，導入としては有効である。

・富士山は，だれもが認める堂々とした，とても美しい山である。みどりさんもその美しさにくぎづけになったのであろう。

・世界文化遺産登録は大変喜ばしい。古事記の木花開耶姫命が頂上に祀られており，神仏混合の日本人の宗教観の寛容さを知ることも重要である。

・人が集まると必ずゴミ問題が生じる。だが，サッカー場でのボランティアや花火大会でのごみ収集活動など，日本人のゴミ感覚は改善されている。しかし，一部の心ない人々の脱法行為は目に余るものがある。
・今までの自分をふりかえり，自分を見つめることで「郷土愛」の価値を自覚させるとともに，教師の経験にもとづいて，「郷土の誇り」などの実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・グループ研究会や係活動等を活用した「富士山研究会」を組織し，富士山の芸術や富士山信仰，富士の名前調べなど，積極的に調べ活動を行い，発表するなどの機会をもつことも大切である。

・学校だけでなく郷土や地域社会との連携にもとづき，「郷土の誇り」などについて調べ，発表する活動も面白い。


